
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 国際看護学研究科 助産実践科学分野 

実施内容 令和 5 年 11 月 18 日より、大学図書館内に展示コーナーを 

設置し、啓発活動を行った。 

➀事前に取り組んだ内容 

図書館に所蔵されている児童虐待に関する書籍のなかから、各自関心のあ

る図書を選び、読書を通して知識を深めた。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 

展示する書籍を選定し、内容紹介のカード（POP）を作成した。 

学生にリーフレットとオレンジリボンを配布し、啓発活動を行った。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・   
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本学では国際看護学研究科で

助産を学ぶ 1 年生が参加させて

いただきました。 

限られた時間での取り組みで

したが、学生自身が知識を深め

るとともに、大学にある資源の

活用につながる活動ができまし

た。講義棟のエントランスに図

書館がある構造上、多くの学生

の目につきやすく、コーナー設

置で児童虐待についての認識を

深めるきっかけとなったと推測

します。 

これからの日本を担う若者に

虐待防止に関心を持ってもらう

ことが重要だと思います。今後

も児童虐待のない社会を目指し

て、学生による啓発活動を続け

ていきたいと思います。 

【大手前大学】 

https://www.otemae.ac.jp/special/nurse/graduateschool/ 
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